2010年度スポーツ・健康科学研究科大学院生学会発表
●スポーツ分野
1. サッカー選手における等速性股関節筋力とシュート初速度との関係
熊谷隆宏（大東文化大学大学院）、宮城　修（大東文化大学）

第61回日本体育学会、中京大学、2010.0908～0910.
※ 学会奨励賞受賞
2. 男子サッカー選手を対象とした８週間にわたる等速性股関節屈曲・伸展筋力トレーニングの効果
熊谷隆宏、伊藤俊祐、徳重慶伍、安田八志摩、宮城　修（大東文化大学大学院）

第８回日本フットボール学会、立教大学、2010.1223～1224.
※ 学会奨励賞受賞
3. ジュニアユース年代における誕生日と誕生後日数からみた形態面の関係

森嶋悠太（大東文化大学大学院）、大家利之（中京大学）、山下則之（日本プロサッカーリーグ）

第８回日本フットボール学会、立教大学、2010.1223～1224.
4. 大学生男子サッカー選手における体部位別筋肉量

箭内　淳、前田　収、太田　眞（大東文化大学大学院）、古嶋剛篤（オフィス未来）、
宮城　修（大東文化大学大学院）
第８回日本フットボール学会、立教大学、2010.1223～1224.
5. サッカーの技術トレーニング中におけるエネルギー消費量

前田　収、森嶋悠太、奥田美穂、宮城　修（大東文化大学大学院）
第８回日本フットボール学会、立教大学、2010.1223～1224.
6. アルペンスキー選手における競技時の酸化ストレス・抗酸化力の推移　

―競技完走者と途中棄権者による比較―
奥田美穂（大東文化大学大学院）
第65回日本体力医学会、千葉商科大学、2010.0916～0918.
7. 運動中の酸素投与と酸化ストレスの関係

川名孝幸（大東文化大学大学院）
第65回日本体力医学会、千葉商科大学、2010.0916～0918.
8. 高校生アルペンスキー選手におけるコンデイショニングに関する研究　

―酸化ストレス及び抗酸化力の面から―
奥田美穂（大東文化大学大学院）
日本臨床スポーツ医学会、立教大学、つくば国際会議場、2010.1106～1107.
9. 運動と血管内皮機能（高濃度酸素付加の影響に関して）
川名孝幸（大東文化大学大学院）
日本臨床検査医学会、京王プラザホテル、2010.0911.
10. サッカーにおけるクッションコントロールに関するバイオメカニクス的研究

川口剛毅、平沢栄樹、（大東文化大学大学院）
第23回日本トレーニング科学会、福岡大学、2010. 1218～1219.
11. バスケットボールにおけるドリブルの安定性に関するバイオメカニクス的研究　

―視覚制限下での検討を通じてー

平沢栄樹、川口剛毅、川本竜史（大東文化大学大学院）
第23回日本トレーニング科学会、福岡大学、2010. 1218～1219.
●健康分野
1. 須賀直博，吉越千夏，任静，上田耕久，森岡勝樹，小林 新，中嶋一行，大城　聰  ミクログリア/神経細胞混合培養による遺伝子発現の動態変化Gene Expression Change of Neuron-Microglia Co-cultures, 
2010年日本神経科学会・日本神経化学会合同学会, 神戸. (2010. 9. 2-4)
2. 吉越千夏，須賀直博，上田耕久，任静，岩沢勇也，漆原綾香，下川美奈，米川駿，玉置潤，吉田亜紀子，中島昌哉，蕪木智子，小林新，大城聰  尿中活性酸素の日内変動Circadian rhythms of reactive oxygen species in urine, 
第33回分子生物学会年会第83回生化学会大会合同大会，神戸. (2010. 12. 7-12)
3. 土江文乃，寺社下悠木，間島あゆみ，佐藤陽子，永井豊，近藤弘 ミラーディスクを用いた血小板算定のための間接測定法の検討，
第47回関東甲信地区医学検査学会，埼玉.（2010. 11. 27）
4. 簗瀬澄乃, 矢崎孔明, 近藤雅紀, 石井直明  内因性ストレス環境下における線虫C. elegansの抗酸化系遺伝子の代替発現機構, 第33回日本分子生物学会年会

第83回日本生化学会大会合同大会, 神戸. (2010. 12. 9)
5. 庄司淳, 樺澤一之 臨床検査教育支援e-learningシステムの構築及び有効性の評価, 
第47回関東甲信地区医学検査学会, 大宮. (2010. 11. 27-28)
6. 小野寺憲治, 早川欽哉, 丹波泰子  髄鞘染色の時間短縮と重染色への影響について, 
第59回日本医学検査学会, 神戸. (2010. 5. 22-23)
7. 小田嶋剛, 丹波泰子, 高安令子, 遠藤朝朗, 中島一格, 高梨美乃子, 泉二登志子, 杉森裕樹  採血副作用血管迷走神経反射（VVR）関連危険因子の検討,
 第69回公衆衛生学会総会, 東京. (2010. 10. 28)
8. 丹波泰子, 小田嶋剛, 高安令子, 杉森裕樹  疲労感・過重労働と生化学データおよびＨＰＩ（健康習慣指数）との関連性について, 
第69回公衆衛生学会総会, 東京. (2010. 10. 28) 

9. 荻島理恵, 石津博子, 岡田ひろみ, 大森ちよ寿, 雨宮文明, 坂元昇, 小田嶋剛, 種市摂子,杉森裕樹  かわさき健康ニューファミリー事業：「早起き＋朝ごはん＋遊ぶ＝元気」追跡調査結果, 
第69回公衆衛生学会総会, 東京. (2010. 10. 28) 

10. 田中利明, 吉田勝美, 杉森裕樹, 小田嶋剛, 岩本晃明 下部尿路症状（LUTS）と睡眠障害との関連性について, 第69回公衆衛生学会総会, 東京. (2010. 10. 27)
11. 種市摂子, 土居由有子, 小田嶋剛, 丹波泰子, 杉森裕樹 (他10名)  医薬品安全性情報提供の意識調査： 薬剤師のリスクコミュニケーション, 第69回公衆衛生学会総会, 東京. (2010. 10. 29)
【国際学会】
12. S. Yanase, K. Yazaki  Some sod genes; targets of DAF-16 transcription factor in Caenorhabditis elegans,   

Aging, Metabolism, Stress, Pathogenesis, and Small RNAs in C. elegans Topic Meeting 2010, Madison, WI. 
(2010. 8. 3) 
12. M. Takanashi, T. Odajima, S. Aota, M. Sudoh, Y. Yamaga, Y. Ono, K. Matsuzaki, M. Satake, 
K. Yoshinaga, T. Motoji, H. Sugimori, K. Nakajima.
Complications following voluntary blood donations at the Japanese Red Cross Tokyo 
Blood Centre, 

XXXIst International Society of Blood Transfusion. (2010. 6. 29)
14. T. Odajima, H. Sugimori, T. Tanba, R. Takayasu, Y. Kuwahara, S. Taneichi  Health 
literacy and self-rated health in Japanese workers, 
Workshop: Environmental History in Asia. (2010. 3. 14)
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